
ストレージアダプタの管理

この章は、次の項で構成されています。

•ストレージアダプタの管理（1ページ）
• Managing the Flexible Flash Controller（32ページ）
•スクラブポリシー（48ページ）

ストレージアダプタの管理

自己暗号化ドライブ（フルディスク暗号化）

Cisco IMCは、自己暗号化ドライブ（SED）をサポートしています。ドライブ内の特別なハー
ドウェアがリアルタイムで入力データを暗号化し、出力データを復号します。この機能は、フ

ルディスク暗号化（FDE）とも呼ばれます。

ドライブ上のデータは、ドライブに入力される際に暗号化され、出力される際に復号されま

す。ただし、ドライブをロックしている場合は、データを取得するためにセキュリティキーは

必要ありません。

ドライブがロックされると、暗号化キーが内部で作成され保存されます。このドライブに保存

されているすべてのデータは、そのキーを使用して暗号化され、暗号化された形式で保存され

ます。データをこのように保存すると、データを非暗号化してドライブから取得するためにセ

キュリティキーが必要になります。ドライブのロックを解除すると、その暗号化キーが削除さ

れ、保存されたデータは使用できなくなります。これは、SecureEraseと呼ばれます。FDEは、
キー IDとセキュリティキーで構成されます。

FDE機能は次の操作をサポートしています。

•コントローラでのセキュリティの有効化および無効化

•セキュアな仮想ドライブの作成

•非セキュアなドライブグループの保護

•外部の設定ドライブのロック解除
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•物理ドライブ（JBOD）でのセキュリティの有効化

•セキュアな SEDドライブのクリア

•セキュアな外部設定のクリア

デュアルまたは複数のコントローラの環境でコントローラセキュリティを設定する場合に考慮

すべきシナリオ

デュアルまたは複数のコントローラの接続は一部のサーバでのみ使用できます。（注）

コントローラセキュリティは、個別に有効化、無効化、変更することができます。ただし、

ローカルおよびリモートキー管理はサーバ上のすべてのコントローラに適用されます。した

がって、キー管理モードの切り替えに関連するセキュリティアクションは、慎重に実行する必

要があります。両方のコントローラが保護されているシナリオにおいて、一方のコントローラ

を別のモードに切り替える場合は、もう一方のコントローラに対しても同じ操作を実行する必

要があります。

次の 2つのシナリオについて考えてください。

•シナリオ 1：キー管理がリモートに設定されており、両方のコントローラが保護され、リ
モートキー管理を使用している。ローカルキー管理に切り替える場合は、各コントロー

ラのキー管理を切り替えて、リモートキー管理を無効にします。

•シナリオ2：キー管理がローカルに設定されており、両方のコントローラが保護され、ロー
カルキー管理を使用している。リモートキー管理に切り替える場合は、リモートキー管

理を有効にして、各コントローラのキー管理を切り替えます。

どちらかのコントローラのセキュリティ方式を変更しないままにすると、セキュアキー管理が

「サポートされない設定（unsupported configuration）」状態になります。

コントローラセキュリティの有効化

このオプションを使用できるのは一部の Cシリーズサーバだけです。

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ウィンドウの [ストレージ（Storage）]メニューをクリックし
ます。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]メニューで、適切なLSIMegaRAIDまたはHBAコントローラをクリッ
クします。

ストレージアダプタの管理

2

ストレージアダプタの管理

コントローラセキュリティの有効化



ステップ 3 [コントローラ情報（Controller Info）]領域で、[ドライブセキュリティの有効化（Enable Drive
Security）]をクリックします。

ステップ 4 [ドライブセキュリティの有効化（Enable Drive Security）]ダイアログボックスで、次のフィー
ルドを更新します。

説明名前

コントローラが無効であることを示します。[コントローラセキュリティ
（Controller Security）]フィー
ルド

キーがリモート管理されるかローカル管理されるかを示しま

す。次のいずれかになります。

• [リモートキー管理（RemoteKeyManagement）]オプショ
ンボタン：コントローラのセキュリティキーが設定され

ているか、リモート KMIPサーバを使用して管理されて
います。

このオプションを選択した場合、既存のセキュ

リティキーを指定する必要はありませんが、

ローカル管理用のキー IDとセキュリティキー
を指定する必要があります。

（注）

• [ローカルキー管理（Local Key Management）]オプショ
ンボタン：コントローラセキュリティがローカルに設定

されています。

[Key Management]フィールド

現在のキー ID。[セキュリティキー ID
（Security Key Identifier）]
フィールド

コントローラセキュリティを有効にするために使用されるセ

キュリティキー。現在のセキュリティキーを変更するには、

ここに新しいキーを入力します。

セキュリティキーを変更すると、[セキュアキー検
証（Secure Key Verification）]ポップアップウィン
ドウが表示され、確認のために現在のセキュリティ

キーを入力する必要があります。

（注）

[セキュリティキー（Security
Key）]フィールド

セキュリティキーを再入力します。[セキュリティキーの確認
（Confirm Security Key）]
フィールド

割り当てることができるセキュリティキーまたはキー IDを
提案します。

[候補（Suggest）]ボタン
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ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

これにより、コントローラセキュリティが有効になります。

コントローラセキュリティの変更

このオプションを使用できるのは一部の Cシリーズサーバだけです。

始める前に

•このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

•コントローラセキュリティを変更するには、最初にそれを有効化しておく必要がありま
す。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ウィンドウの [ストレージ（Storage）]メニューをクリックし
ます。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]メニューで、適切なLSIMegaRAIDまたはHBAコントローラをクリッ
クします。

ステップ 3 [コントローラ情報（Controller Info）]領域で、[ドライブセキュリティの変更（Modify Drive
Security）]をクリックします。

ステップ 4 [ドライブセキュリティの変更（Modify Drive Security）]ダイアログボックスで、次のフィー
ルドを更新します。

説明名前

コントローラセキュリティが有効かどうかを示します。次の

いずれかになります。

• [はい（True）]：コントローラセキュリティが有効です。

• [いいえ（False）]：コントローラセキュリティが無効で
す。

[コントローラセキュリティ
（Controller Security）]フィー
ルド
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説明名前

キーがリモート管理されるかローカル管理されるかを示しま

す。次のいずれかになります。

• [リモートキー管理（RemoteKeyManagement）]オプショ
ンボタン：コントローラのセキュリティキーが設定され

ているか、リモート KMIPサーバを使用して管理されて
います。

このオプションを選択した場合、既存のセキュ

リティキーを指定する必要はありませんが、

ローカル管理用のキー IDとセキュリティキー
を指定する必要があります。

（注）

• [ローカルキー管理（Local Key Management）]オプショ
ンボタン：コントローラセキュリティがローカルに設定

されています。

[キー管理（KeyManagement）]
フィールド

現在のキー ID。[セキュリティキー ID
（Security Key Identifier）]
フィールド

コントローラセキュリティを有効にするために使用されるセ

キュリティキー。現在のセキュリティキーを変更するには、

ここに新しいキーを入力します。

セキュリティキーを変更すると、[セキュアキー検
証（Secure Key Verification）]ポップアップウィン
ドウが表示され、確認のために現在のセキュリティ

キーを入力する必要があります。

（注）

[セキュリティキー（Security
Key）]フィールド

セキュリティキーを再入力します。[セキュリティキーの確認
（Confirm Security Key）]
フィールド

割り当てることができるセキュリティキーまたはキー IDを
提案します。

[候補（Suggest）]ボタン

データを保存します。[保存（Save）]ボタン

操作をキャンセルします。[キャンセル（Cancel）]ボタン

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

これにより、コントローラセキュリティの設定が変更されます。
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コントローラセキュリティの無効化

このオプションを使用できるのは一部の Cシリーズサーバだけです。

始める前に

•このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

•コントローラセキュリティを無効化するには、最初にそれを有効化しておく必要がありま
す。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ウィンドウの [ストレージ（Storage）]メニューをクリックし
ます。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]メニューで、適切なLSIMegaRAIDまたはHBAコントローラをクリッ
クします。

ステップ 3 [コントローラ情報（Controller Info）]領域で、[ドライブセキュリティの無効化（DisableDrive
Security）]をクリックします。

ステップ 4 確認のポップアップウィンドウで [OK]をクリックします。

これにより、コントローラセキュリティが無効化されます。

ローカル/リモートキー管理間でのコントローラセキュリティの切り替え

このタスクによって、コントローラセキュリティをローカル管理からリモート管理に切り替え

たり、リモート管理からローカル管理に切り替えることができます。

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ウィンドウの [ストレージ（Storage）]メニューをクリックし
ます。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]メニューで、適切なLSIMegaRAIDまたはHBAコントローラをクリッ
クします。

ステップ 3 [コントローラ情報（Controller Info）]領域で、コントローラセキュリティをリモート管理から
ローカル管理に切り替えるには、[ローカルキー管理に切り替え（Switch to Local Key
Management）]をクリックします。
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リモートキー管理からローカルキー管理に切り替える場合は、最初に KMIPセキュ
アキー管理を無効にしてください。

（注）

ステップ 4 （任意）同様に、コントローラセキュリティをローカル管理からリモート管理に切り替える
には、[リモートキー管理に切り替え（Switch toRemoteKeyManagement）]をクリックします。

ステップ 5 [OK]をクリックして確認します。

未使用の物理ドライブからの仮想ドライブの作成

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ウィンドウの [ストレージ（Storage）]メニューをクリックし
ます。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]メニューで、適切なLSIMegaRAIDまたはHBAコントローラをクリッ
クします。

ステップ 3 [アクション（Actions）]領域で、[未使用の物理ドライブからの仮想ドライブの作成（Create
Virtual Drive from Unused Physical Drives）]をクリックします。

[未使用の物理ドライブからの仮想ドライブの作成（Create Virtual Drive from Unused Physical
Drives）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 [未使用の物理ドライブからの仮想ドライブの作成（Create Virtual Drive from Unused Physical
Drives）]ダイアログボックスで、新しい仮想ドライブの RAIDレベルを選択します。

次のいずれかになります。

• [Raid 0]：単純なストライピング。

• [Raid 1]：単純なミラーリング。

• [Raid 5]：パリティ付きストライピング。

• [Raid 6]：2つのパリティドライブによるストライピング。

• [Raid 10]：スパンされたミラーリング。

• [Raid 50]：パリティ付きのスパンされたストライピング。

• [Raid 60]：2つのパリティドライブによるスパンされたストライピング。

ステップ 5 [ドライブグループの作成（Create Drive Groups）]領域で、グループに含める 1つ以上の物理
ドライブを選択します。
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[ドライブグループ（Drive Groups）]テーブルにドライブを追加するには、[>>]ボタンを使用
します。ドライブグループから物理ドライブを削除するには、[<<]ボタンを使用します。

•ドライブグループで最も小さな物理ドライブのサイズによって、すべての物理ド
ライブに使用される最大サイズが定義されます。すべての物理ドライブの領域の

最大使用を保証するには、ドライブグループ内のすべてのドライブのサイズをほ

ぼ同じにすることを推奨します。

• Cisco IMCは、RAIDコントローラのみを管理し、サーバに接続されたHBAは管
理しません。

•特定のRAIDレベルの仮想ドライブを作成するには、使用できる複数のドライブ
グループが必要です。これらのRAIDレベルのドライブの作成中、必要な数のド
ライブが選択されている場合にのみ、[ドライブの作成（create drive）]オプショ
ンが使用できます。

（注）

ステップ 6 [仮想ドライブプロパティ（Virtual Drive Properties）]領域で、次のプロパティを更新します。

説明名前

作成する新しい仮想ドライブの名前。[仮想ドライブ名（VirtualDrive
Name）]フィールド

先行読み出しキャッシュモード。[読み取りポリシー（Read
Policy）]ドロップダウンリス
ト

バッファリング読み取りに使用されるキャッシュポリシー。[キャッシュポリシー（Cache
Policy）]ドロップダウンリス
ト

各ストライプのサイズ（KB単位）。[ストライプサイズ（Strip
Size）]ドロップダウンリスト

ストレージアダプタの管理
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説明名前

次のいずれかになります。

• [書き込みスルー（WriteThrough）]：データがキャッシュ
によって、物理ドライブに書き込まれます。以降の該当

データのキャッシュからの読み取りが充足されるため、

パフォーマンスが改善されます。

• [書き込みバック（Write Back）]：データはキャッシュに
保存され、キャッシュ内の領域が必要になったときにの

み、物理ドライブに書き込まれます。このポリシーを必

要とする仮想ドライブは、電源障害の発生時に BBUで
キャッシュの安全性を確保できない場合、[書き込みス
ルー（WriteThrough）]キャッシングにフォールバックし
ます。

• [書き込みバック不良BBU（WriteBackBadBBU）]：この
ポリシーでは、バッテリバックアップユニットに欠陥が

あったり、放電していたりする場合でも、書き込みキャッ

シングは [書き込みバック（Write Back）]のままです。

[書き込みポリシー（Write
Policy）]ドロップダウンリス
ト

次のいずれかになります。

• [未変更（Unchanged）]：ディスクキャッシュポリシーは
変更されません。

• [有効（Enabled）]：ディスクで IOキャッシングを許可し
ます。

• [無効（Disabled）]：ディスクキャッシングを許可しませ
ん。

[ディスクキャッシュポリシー
（Disk Cache Policy）]ドロッ
プダウンリスト

次のいずれかになります。

• [読み取り/書き込み（ReadWrite）]：ホストがVDで読み
取り/書き込みを実行できます。

• [読み取り専用（Read Only）]：ホストは VDから読み取
りのみ行うことができます。

• [ブロック済み（Blocked）]：ホストは VDの読み取りお
よび書き込みができません。

[アクセスポリシー（Access
Policy）]ドロップダウンリス
ト
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説明名前

作成する仮想ドライブのサイズ。値を入力し、次のいずれか

の単位を選択します。

• MB

• GB

• TB

[サイズ（Size）]フィールド

ステップ 7 [XML API要求の生成（Generate XML API Request）]ボタンをクリックして、API要求を生成
します。

ステップ 8 [閉じる（Close）]をクリックします。

ステップ 9 [仮想ドライブの作成（Create Virtual Drive）]をクリックします。

既存のドライブグループからの仮想ドライブの作成

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ウィンドウの [ストレージ（Storage）]メニューをクリックし
ます。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]メニューで、適切なLSIMegaRAIDまたはHBAコントローラをクリッ
クします。

ステップ 3 [アクション（Actions）]領域で、[既存の仮想ドライブグループからの仮想ドライブの作成
（Create Virtual Drive from an Existing Virtual Drive Group）]をクリックします。

[既存の仮想ドライブグループからの仮想ドライブの作成（Create Virtual Drive from an Existing
Virtual Drive Group）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 [既存の仮想ドライブグループからの仮想ドライブの作成（Create Virtual Drive from an Existing
Virtual Drive Group）]ダイアログボックスで、新しい仮想ドライブの作成に使用するドライブ
グループの仮想ドライブを選択します。

ステップ 5 [仮想ドライブプロパティ（Virtual Drive Properties）]領域で、次のプロパティを更新します。

説明名前

作成する新しい仮想ドライブの名前。[仮想ドライブ名（VirtualDrive
Name）]フィールド
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説明名前

先行読み出しキャッシュモード。[読み取りポリシー（Read
Policy）]ドロップダウンリス
ト

バッファリング読み取りに使用されるキャッシュポリシー。[キャッシュポリシー（Cache
Policy）]ドロップダウンリス
ト

各ストライプのサイズ（KB単位）。[ストライプサイズ（Strip
Size）]ドロップダウンリスト

次のいずれかになります。

• [書き込みスルー（WriteThrough）]：データがキャッシュ
によって、物理ドライブに書き込まれます。以降の該当

データのキャッシュからの読み取りが充足されるため、

パフォーマンスが改善されます。

• [書き込みバック（Write Back）]：データはキャッシュに
保存され、キャッシュ内の領域が必要になったときにの

み、物理ドライブに書き込まれます。このポリシーを必

要とする仮想ドライブは、電源障害の発生時に BBUで
キャッシュの安全性を確保できない場合、[書き込みス
ルー（WriteThrough）]キャッシングにフォールバックし
ます。

• [書き込みバック不良BBU（WriteBackBadBBU）]：この
ポリシーでは、バッテリバックアップユニットに欠陥が

あったり、放電していたりする場合でも、書き込みキャッ

シングは [書き込みバック（Write Back）]のままです。

[書き込みポリシー（Write
Policy）]ドロップダウンリス
ト

次のいずれかになります。

• [未変更（Unchanged）]：ディスクキャッシュポリシーは
変更されません。

• [有効（Enabled）]：ディスクで IOキャッシングを許可し
ます。

• [無効（Disabled）]：ディスクキャッシングを許可しませ
ん。

[ディスクキャッシュポリシー
（Disk Cache Policy）]ドロッ
プダウンリスト
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説明名前

次のいずれかになります。

• [読み取り/書き込み（ReadWrite）]：ホストがVDで読み
取り/書き込みを実行できます。

• [読み取り専用（Read Only）]：ホストは VDから読み取
りのみ行うことができます。

• [ブロック済み（Blocked）]：ホストは VDの読み取りお
よび書き込みができません。

[アクセスポリシー（Access
Policy）]ドロップダウンリス
ト

作成する仮想ドライブのサイズ。値を入力し、次のいずれか

の単位を選択します。

• MB

• GB

• TB

[サイズ（Size）]フィールド

ステップ 6 [XML API要求の生成（Generate XML API Request）]ボタンをクリックして、API要求を生成
します。

ステップ 7 [閉じる（Close）]をクリックします。

ステップ 8 [仮想ドライブの作成（Create Virtual Drive）]をクリックします。

仮想ドライブのトランスポート可能状態の設定

仮想ドライブをMegaRAIDコントローラ間で移動するには、[トランスポート可能状態の設定
（Set Transport Ready）]機能を使用します。この機能を使用すると、仮想ドライブの保留中 IO
アクティビティがすべて完了されてから仮想ドライブがオペレーティングシステムから隠さ

れ、キャッシュがフラッシュされ、すべてのバックグラウンド操作が一時停止された後、現在

の進行状況がディスクデータフォーマットに保存されます。これにより、ドライブを移動す

ることが可能になります。仮想ドライブを移動すると、その仮想ドライブと同じドライブグ

ループに属する他のすべてのドライブが移動されたドライブと同じ変更を継承します。

グループに設定された最後の物理ドイブが現在のコントローラから除去されると、そのドライ

ブグループは外部ドライブグループとなり、外部構成ルールのすべてが適用されます。ただ

し、トランスポート準備機能によって外部構成の動作が変更されることはありません。

仮想ドライブをトランスポート可能状態から解除することもできます。これにより、仮想ドラ

イブがオペレーティングシステムで使用可能になります。

トランスポート可能状態の仮想ドライブには、次の制限が適用されます。

•現在、最大で 16個のトランスポート可能状態のドライブグループがサポートされていま
す。
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•この機能は、ハイアベイラビリティ構成ではサポートされません。

•次の場合は、仮想ドライブをトランスポート可能状態に設定することはできません。

•ドライブグループの仮想ドライブが再構成中の場合

•ドライブグループの仮想ドライブに固定キャッシュが含まれている場合

•ドライブグループの仮想ドライブがキャッシュ可能としてマークされているか、
CacheCade仮想ドライブに関連付けられている場合

•仮想ドライブが CacheCade仮想ドライブの場合

•仮想ドライブがオフラインの場合

•仮想ドライブがブート可能な仮想ドライブの場合

トランスポート可能としての仮想ドライブの設定

始める前に

•このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

•仮想ドライブをトランスポート可能にするには、仮想ドライブが最適な状態になっていな
ければなりません。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ウィンドウの [ストレージ（Storage）]メニューをクリックし
ます。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]メニューで、該当する LSI MegaRAIDまたは HBAコントローラをク
リックします。

ステップ 3 [作業（Work）]ペインで [仮想ドライブ情報（Virtual Drive Info）]タブをクリックします。

ステップ 4 [仮想ドライブ（Virtual Drives）]領域で、トランスポート可能として設定するドライブを選択
します。

ステップ 5 [アクション（Actions）]領域で、[トランスポート可能状態の設定（Set Transport Ready）]をク
リックします。

[トランスポート可能状態の設定（SetTransportReady）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 6 このダイアログボックスで次のプロパティを更新します。
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説明名前

選択した仮想ドライブをトランスポート可能として設定する

ために使用する初期化タイプを選択できます。次のいずれか

になります。

• [すべて除外する（Exclude All）]：専用ホットスペアド
ライブをすべて除外します。

• [すべて含める（Include All）]：排他的に使用可能な専用
ホットスペアドライブまたは共有される専用ホットスペ

アドライブをすべて含めます。

• [専用ホットスペアドライブを含める（Include Dedicated
Hot Spare Drive）]：排他的に使用可能な専用ホットスペ
アドライブを含めます。

[初期化タイプ（Initialize
Type）]ドロップダウンリス
ト

選択した仮想ドライブをトランスポート可能として設定しま

す。

[トランスポート可能状態の設
定（Set Transport Ready）]ボ
タン

操作をキャンセルします。[キャンセル（Cancel）]ボタン

仮想ドライブをトランスポート可能として設定すると、その仮想ドライブに関連付け

られているすべての物理ドライブが [削除準備完了（Ready to Remove）]として表示
されます。

（注）

仮想ドライブのトランスポート可能状態の解除

始める前に

•このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

•仮想ドライブがトランスポート可能状態になっている必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ウィンドウの [ストレージ（Storage）]メニューをクリックし
ます。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]メニューで、該当する LSI MegaRAIDまたは HBAコントローラをク
リックします。

ステップ 3 [作業（Work）]ペインで [仮想ドライブ情報（Virtual Drive Info）]タブをクリックします。
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ステップ 4 [仮想ドライブ（Virtual Drives）]領域でトランスポート可能として設定されているドライブを
選択します。

ステップ 5 [アクション（Actions）]領域で、[トランスポート可能状態のクリア（Clear Transport Ready）]
をクリックします。

これにより、選択したトランスポート可能な仮想ドライブが元の最適な状態に戻されます。

外部設定のインポート

別のコントローラで以前に設定されている1つ以上の物理ドライブがサーバにインストールさ
れると、それらは外部設定として識別されます。コントローラにこれらの外部設定をインポー

トできます。

次の 2つのシナリオでは、外部設定をインポートできません。

1. セキュアな仮想ドライブがサーバ 1（設定のインポート元）でリモートキーを使用して作
成された場合、およびサーバ 2（設定のインポート先）でローカルキーを使用して作成さ
れた場合。

2. サーバ 1の KMIPサーバクラスタに属していない別の KMIPサーバが、サーバ 2に設定さ
れている場合。

これらのシナリオに外部設定をインポートするには、サーバ2のコントローラセキュリティを
ローカルキー管理からリモートキー管理に変更し、サーバ 1の KMIPが設定されている同じ
クラスタの同じ KMIPサーバを使用します。

重要

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ウィンドウの [ストレージ（Storage）]メニューをクリックし
ます。

ステップ 2 [RAIDコントローラ（RAIDController）]領域に、デフォルトで [コントローラ情報（Controller
Info）]タブが表示されます。

ステップ 3 [アクション（Actions）]領域で、[外部設定のインポート（Import Foreign Config）]をクリック
します。
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KMIPが有効でない場合は、[セキュアキー検証（Secure Key Verification）]ダイアロ
グボックスが表示され、外部設定のインポートプロセスを開始するためにセキュリ

ティキーの入力を求められます。

KMIPが有効な場合は、[セキュアキー検証（SecureKeyVerification）]ダイアログボッ
クスに次のようなメッセージが表示されます。「ドライブのセキュリティがリモート

キー管理により有効になっている場合、セキュリティキーの指定は任意です（If drive
security has been enabled via remote key management, specifying Security key is optional.）」。
外部設定のインポートを開始するには、[検証（verify）]をクリックしてください
（Click on verify to start foreign configuration import.）」

これにより、セキュリティキーを入力せずに、[検証（verify）]をクリックしてイン
ポートを開始できます。

（注）

ステップ 4 [OK]をクリックして確認します。

外部設定のクリア

このタスクでは、コントローラのすべての外部設定をクリアします。また、外部設定をホス

ティングしているすべての物理ドライブからすべての設定情報が削除されます。このアクショ

ンは元に戻せません。

重要

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ウィンドウの [ストレージ（Storage）]メニューをクリックし
ます。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]メニューで、該当する LSI MegaRAIDまたは HBAコントローラをク
リックします。

[RAIDコントローラ（RAIDController）]領域に、デフォルトで [コントローラ情報（Controller
Info）]タブが表示されます。

ステップ 3 [アクション（Actions）]領域で、[外部設定のクリア（Clear Foreign Config）]をクリックしま
す。

ステップ 4 [OK]をクリックして確認します。
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ブートドライブのクリア

このタスクでは、コントローラのブートドライブ設定がクリアされます。このアクションは元

に戻せません。

重要

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ウィンドウの [ストレージ（Storage）]メニューをクリックし
ます。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]メニューで、該当する LSI MegaRAIDまたは HBAコントローラをク
リックします。

[RAIDコントローラ（RAIDController）]領域に、デフォルトで [コントローラ情報（Controller
Info）]タブが表示されます。

ステップ 3 [アクション（Actions）]領域で、[ブートドライブのクリア（Clear Boot Drive）]をクリックし
ます。

ステップ 4 [OK]をクリックして確認します。

JBODモードの有効化

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ウィンドウの [ストレージ（Storage）]メニューをクリックし
ます。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]メニューで、該当する LSI MegaRAIDまたは HBAコントローラをク
リックします。

ステップ 3 [RAIDコントローラ（RAIDController）]領域で、[物理ドライブ情報（Physical Drive Info）]タ
ブをクリックします。

ステップ 4 [物理ドライブ（Physical Drives）]領域で、未設定の適切なドライブを選択します。

ステップ 5 [アクション（Actions）]領域で [JBODの有効化（Enable JBOD）]をクリックします。

ステップ 6 [Ok]をクリックして確定します。
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JBODの無効化

このオプションを使用できるのは一部の UCS Cシリーズサーバだけです。（注）

始める前に

JBODオプションは、選択したコントローラに対して有効にする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ウィンドウの [ストレージ（Storage）]メニューをクリックし
ます。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]メニューで、該当する LSI MegaRAIDまたは HBAコントローラをク
リックします。

ステップ 3 [RAIDコントローラ（RAIDController）]領域で、[物理ドライブ情報（Physical Drive Info）]タ
ブをクリックします。

ステップ 4 [物理ドライブ（Physical Drives）]領域で、JBODドライブを選択します。

ステップ 5 [アクション（Actions）]領域で [JBODの無効化（Disable JBOD）]をクリックします。

ステップ 6 [OK]をクリックして確定します。

コントローラのストレージファームウェアログの取得

このタスクでは、コントローラのストレージファームウェアログを取得して /var/logに配
置します。これにより、テクニカルサポートデータが要求された場合にこのログデータを確

実に使用できるようになります。

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ウィンドウの [ストレージ（Storage）]メニューをクリックし
ます。

ステップ 2 作業領域に、デフォルトで [コントローラ情報（Controller Info）]タブが表示されます。

ステップ 3 [アクション（Actions）]領域で、[ストレージファームウェアログの取得（GetStorageFirmware
Log）]をクリックします。

ステップ 4 [OK]をクリックして確認します。
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コントローラのストレージファームウェアログの取得には、2～ 4分かかることがあ
ります。このプロセスが完了するまで、テクニカルサポートデータのエクスポート

を開始しないでください。

重要

コントローラの設定のクリア

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ウィンドウの [ストレージ（Storage）]メニューをクリックし
ます。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]メニューで、適切なLSIMegaRAIDまたはHBAコントローラをクリッ
クします。

ステップ 3 [コントローラ情報（Controller Info）]領域で、[すべての設定をクリア（ClearAllConfiguration）]
をクリックします。

ステップ 4 [OK]をクリックして確認します。

これにより、既存のコントローラ設定がクリアされます。

工場出荷時の初期状態にストレージコントローラを復元

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ウィンドウの [ストレージ（Storage）]メニューをクリックし
ます。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]メニューで、適切なLSIMegaRAIDまたはHBAコントローラをクリッ
クします。

ステップ 3 [コントローラ情報（Controller Info）]領域で、[工場出荷時の初期状態に設定（Set Factory
Defaults）]をクリックします。

ステップ 4 [OK]をクリックして確認します。
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これにより、コントローラの設定が工場出荷時の初期状態に復元されます。

削除するドライブの準備

[未設定良好（UnconfiguredGood）]ステータスを表示する物理ドライブのみでこのタスクを実
行できます。

（注）

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ウィンドウの [ストレージ（Storage）]メニューをクリックし
ます。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]メニューで、該当する LSI MegaRAIDまたは HBAコントローラをク
リックします。

ステップ 3 [RAIDコントローラ（RAIDController）]領域で、[物理ドライブ情報（Physical Drive Info）]タ
ブをクリックします。

ステップ 4 [物理ドライブ（Physical Drives）]領域で、削除するドライブを選択します。

ステップ 5 [アクション（Actions）]領域で、[削除の準備（Prepare for Removal）]をクリックします。

ステップ 6 [OK]をクリックして確認します。

削除するドライブの準備の取り消し

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ウィンドウの [ストレージ（Storage）]メニューをクリックし
ます。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]メニューで、該当する LSI MegaRAIDまたは HBAコントローラをク
リックします。
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ステップ 3 [RAIDコントローラ（RAIDController）]領域で、[物理ドライブ情報（Physical Drive Info）]タ
ブをクリックします。

ステップ 4 [物理ドライブ（Physical Drives）]領域で、[削除準備完了（Ready to Remove）]状態のドライ
ブを選択します。

ステップ 5 [アクション（Actions）]領域で、[削除の準備の取り消し（UndoPrepare forRemoval）]をクリッ
クします。

ステップ 6 [OK]をクリックして確認します。

専用ホットスペアの作成

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ウィンドウの [ストレージ（Storage）]タブをクリックします。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]メニューで、該当する LSI MegaRAIDまたは HBAコントローラをク
リックします。

ステップ 3 [RAIDコントローラ（RAIDController）]領域で、[物理ドライブ情報（Physical Drive Info）]タ
ブをクリックします。

ステップ 4 [物理ドライブ（Physical Drives）]領域で、専用ホットスペアを作成する未設定の適切なドラ
イブを選択します。

ステップ 5 [アクション（Actions）]領域で、[専用ホットスペアの作成（Make Dedicated Hot Spare）]をク
リックします。

[専用ホットスペアの作成（Make Dedicated Hot Spare）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 6 [仮想ドライブの詳細（Virtual Drive Details）]領域で、次のプロパティを更新します。

説明名前

ホットスペアとして物理ドライブを専用する仮想ドライブを

選択します。

[仮想ドライブ番号（Virtual
Drive Number）]ドロップダウ
ンリスト

選択された仮想ドライブの名前。[仮想ドライブ名（VirtualDrive
Name）]フィールド

専用のホットスペアを作成します。[専用ホットスペアの作成
（Make Dedicated Hot Spare）]
ボタン
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説明名前

ダイアログボックスが開いているときに行われた変更を保存

せずにダイアログボックスを閉じます。

[キャンセル（Cancel）]ボタン

ステップ 7 [専用ホットスペアの作成（Make Dedicated Hot Spare）]をクリックして確定します。

グローバルホットスペアの作成

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ウィンドウの [ストレージ（Storage）]タブをクリックします。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]メニューで、該当する LSI MegaRAIDまたは HBAコントローラをク
リックします。

ステップ 3 [RAIDコントローラ（RAIDController）]領域で、[物理ドライブ情報（Physical Drive Info）]タ
ブをクリックします。

ステップ 4 [物理ドライブ（Physical Drives）]領域で、グローバルホットスペアを作成する未設定の適切
なドライブを選択します。

ステップ 5 [アクション（Actions）]領域で、[グローバルホットスペアの作成（Make Global Hot Spare）]
をクリックします。

ホットスペアプールからのドライブの削除

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ウィンドウの [ストレージ（Storage）]メニューをクリックし
ます。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]タブで、適切な LSI MegaRAIDコントローラをクリックします。

ステップ 3 [作業（Work）]ペインで [物理ドライブ情報（Physical Drive Info）]タブをクリックします。
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ステップ 4 [物理ドライブ（Physical Drives）]領域で、ホットスペアプールから削除するグローバルホッ
トスペアまたは専用ホットスペアを選択します。

ステップ 5 [アクション（Actions）]領域で、[ホットスペアプールからの削除（Remove From Hot Spare
Pools）]をクリックします。

物理ドライブのステータスの切り替え

始める前に

•このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

•コントローラは、JBODモードをサポートする必要があり、JBODモードは有効にする必
要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ウィンドウの [ストレージ（Storage）]タブをクリックします。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]メニューで、該当する LSI MegaRAIDまたは HBAコントローラをク
リックします。

ステップ 3 [RAIDコントローラ（RAIDController）]領域で、[物理ドライブ情報（Physical Drive Info）]タ
ブをクリックします。

ステップ 4 [物理ドライブ（PhysicalDrives）]領域で、未設定良好として設定するドライブを選択します。

ステップ 5 [アクション（Actions）]領域で、[状態を未設定の良好に設定する（Set State as Unconfigured
Good）]をクリックします。

ステップ 6 [OK]をクリックして、JBODモードが無効になっていることを確認します。

[状態を JBODとして設定する（Set State as JBOD）]オプションが有効になります。

ステップ 7 物理ドライブの JBODモードを有効にするには、[状態を JBODとして設定する（Set State as
JBOD）]をクリックします。

ステップ 8 [OK]をクリックして確認します。

[状態を未設定の良好に設定する（Set State as Unconfigured Good）]オプションが有効になりま
す。

コントローラのブートドライブとしての物理ドライブの設定

始める前に

•このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。
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•コントローラは、JBODモードをサポートする必要があり、JBODモードは有効にする必
要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ウィンドウの [ストレージ（Storage）]メニューをクリックし
ます。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]メニューで、該当する LSI MegaRAIDまたは HBAコントローラをク
リックします。

ステップ 3 [RAIDコントローラ（RAIDController）]領域で、[物理ドライブ情報（Physical Drive Info）]タ
ブをクリックします。

ステップ 4 [物理ドライブ（Physical Drives）]領域で、コントローラのブートドライブとして設定するド
ライブを選択します。

ステップ 5 [アクション（Actions）]領域で、[ブートドライブとしての設定（Set as BootDrive）]をクリッ
クします。

ステップ 6 [OK]をクリックして確認します。

仮想ドライブの初期化

ドライブを初期化すると、仮想ドライブ上のすべてのデータが失われます。初期化を実行する

前に、保存する仮想ドライブのデータをバックアップします。

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ウィンドウの [ストレージ（Storage）]メニューをクリックし
ます。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]メニューで、該当する LSI MegaRAIDまたは HBAコントローラをク
リックします。

ステップ 3 [RAIDコントローラ（RAID Controller）]領域で、[仮想ドライブ情報（Virtual Drive Info）]タ
ブをクリックします。

ステップ 4 [仮想ドライブ（Virtual Drives）]領域で、初期化するドライブを選択します。

ステップ 5 [アクション（Actions）]領域で、[初期化（Initialize）]をクリックします。

[仮想ドライブの初期化（Initialize Virtual Drive）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 6 仮想ドライブに使用する初期化のタイプを選択します。

次のいずれかになります。
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• [高速初期化（Fast Initialize）]：このオプションは、仮想ドライブへのデータの書き込みを
すぐに開始できます。

• [完全な初期化（Full Initialize）]：新しい設定で完全な初期化が実行されます。初期化が完
了するまで、新しい仮想ドライブにデータを書き込むことができません。

ステップ 7 [VDの初期化（InitializeVD）]をクリックしてドライブを初期化するか、[キャンセル（Cancel）]
をクリックして、変更を行わずにダイアログボックスを閉じます。

ステップ 8 ドライブで実行しているタスクのステータスを表示するには、[操作（Operations）]領域で [更
新（Refresh）]をクリックします。

次の詳細情報が表示されます。

説明名前

ドライブで進行中の操作の名前。操作

操作の進行状況（完了した割合）。[進行状況%（Progress in %）]

操作開始から経過した時間（秒数）。[経過時間（秒）（Elapsed Time in secs）]

ブートドライブとしての設定

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ウィンドウの [ストレージ（Storage）]メニューをクリックし
ます。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]メニューで、該当する LSI MegaRAIDまたは HBAコントローラをク
リックします。

ステップ 3 [RAIDコントローラ（RAID Controller）]領域で、[仮想ドライブ情報（Virtual Drive Info）]タ
ブをクリックします。

ステップ 4 [仮想ドライブ（Virtual Drives）]領域で、コントローラが起動する必要のあるドライブを選択
します。

ステップ 5 [アクション（Actions）]領域で、[ブートドライブとしての設定（Set as BootDrive）]をクリッ
クします。

ステップ 6 [OK]をクリックして確認します。
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仮想ドライブの編集

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ウィンドウの [ストレージ（Storage）]メニューをクリックし
ます。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]メニューで、該当する LSI MegaRAIDまたは HBAコントローラをク
リックします。

ステップ 3 [RAIDコントローラ（RAID Controller）]領域で、[仮想ドライブ情報（Virtual Drive Info）]タ
ブをクリックします。

ステップ 4 [仮想ドライブ（Virtual Drives）]領域で、[仮想ドライブの編集（Edit Virtual Drive）]をクリッ
クします。

ステップ 5 この説明を確認してから、[OK]をクリックします。
[仮想ドライブの編集（Edit Virtual Drive）]ダイアログボックスが表示され、データをバック
アップするよう指示されます。

ステップ 6 [移行する RAIDレベルを選択（Select RAID Level to migrate）]ドロップダウンリストから、
RAIDレベルを選択します。

RAIDのマイグレーション基準については次の表を参照してください。
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説明名前

移行する RAIDレベルを選択します。移行は次の RAIDレベ
ルで許可されています。

• [RAID 0]から [RAID 1]へ

• [RAID 0]から [RAID 5]へ

• [RAID 0]から [RAID 6]へ

• [RAID 1]から [RAID 0]へ

• [RAID 1]から [RAID 5]へ

• [RAID 1]から [RAID 6]へ

• [RAID 5]から [RAID 0]へ

• [RAID 6]から [RAID 0]へ

• [RAID 6]から [RAID 5]へ

ある raidレベルから別のレベルに移行する場合、新しいRAID
レベルのデータアームは、既存のもの以上である必要があり

ます。

RAID 6の場合、RAID 6には二重分散パリティがあるため、
データアームはドライブ数から 2を引いた数になります。た
とえば、8台のドライブで RAID 6を作成する場合、データ
アームの数は 8 – 2 = 6となります。この場合、RAID 6から
RAID 0に移行する場合は、RAID 0には最低 6台のドライブ
が必要です。それより少ないドライブ数を選択すると、[編集
（Edit）]または [保存（Save）]ボタンが無効になります。

追加する場合は、ドライブを削除しないままでRAID0に移行
できます。

RAIDレベルの移行は、次の場合にはサポートされ
ません。

（注）

• RAIDグループに複数の仮想ドライブがある場
合。

• SSD/HDDRAIDグループの組み合わせがある場
合。

[移行する RAIDレベルの選択
（Select RAID Level to
migrate）]ドロップダウンリ
スト

ステップ 7 [仮想ドライブプロパティ（VirtualDrive Properties）]領域の [書き込みポリシー（Write Policy）]
ドロップダウンリストから、次のいずれかを選択します。

• [書き込みスルー（Write Through）]：データがキャッシュによって、物理ドライブに書き
込まれます。以降の該当データのキャッシュからの読み取りが充足されるため、パフォー

マンスが改善されます。
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• [書き込みバック（WriteBack）]：データはキャッシュに保存され、キャッシュ内の領域が
必要になったときにのみ、物理ドライブに書き込まれます。このポリシーを必要とする仮

想ドライブは、電源障害の発生時にBBUでキャッシュの安全性を確保できない場合、[書
き込みスルー（Write Through）]キャッシングにフォールバックします。

• [書き込みバック不良 BBU（Write Back Bad BBU）]：このポリシーでは、バッテリバック
アップユニットに欠陥があったり、放電していたりする場合でも、書き込みキャッシング

は [書き込みバック（Write Back）]のままです。

ステップ 8 [変更の保存（Save Changes）]をクリックします。

仮想ドライブの削除

このタスクでは、ブートされたオペレーティングシステムを実行するドライブを含む仮想ドラ

イブを削除します。そのため、仮想ドライブを削除する前に、保持するデータをバックアップ

します。

重要

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ウィンドウの [ストレージ（Storage）]メニューをクリックし
ます。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]メニューで、該当する LSI MegaRAIDまたは HBAコントローラをク
リックします。

ステップ 3 [RAIDコントローラ（RAID Controller）]領域で、[仮想ドライブ情報（Virtual Drive Info）]タ
ブをクリックします。

ステップ 4 [仮想ドライブ（Virtual Drives）]領域で、削除する仮想ドライブを選択します。

ステップ 5 [アクション（Actions）]領域で、[仮想ドライブの削除（DeleteVirtual Drive）]をクリックしま
す。

ステップ 6 [OK]をクリックして確認します。
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仮想ドライブの非表示

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ウィンドウの [ストレージ（Storage）]メニューをクリックし
ます。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]メニューで、該当する LSI MegaRAIDまたは HBAコントローラをク
リックします。

ステップ 3 [RAIDコントローラ（RAID Controller）]領域で、[仮想ドライブ情報（Virtual Drive Info）]タ
ブをクリックします。

ステップ 4 [仮想ドライブ（Virtual Drives）]領域で、非表示にする仮想ドライブを選択します。

ステップ 5 [アクション（Actions）]領域で、[ドライブの非表示（Hide Drive）]をクリックします。

ステップ 6 [OK]をクリックして確認します。

バッテリバックアップユニットの学習サイクルの開始

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ウィンドウの [ストレージ（Storage）]メニューをクリックし
ます。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]メニューで、該当する LSI MegaRAIDまたは HBAコントローラをク
リックします。

ステップ 3 [RAIDコントローラ（RAID Controller）]領域で、[バッテリバックアップユニット（Battery
Backup Unit）]タブをクリックします。

ステップ 4 [アクション（Actions）]ペインで [学習サイクルの開始（Start Learn Cycle）]をクリックしま
す。

ダイアログでタスクを確認するためのプロンプトが表示されます。

ステップ 5 [OK]をクリックします。
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ストレージコントローラのログの表示

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ウィンドウの [ストレージ（Storage）]メニューをクリックし
ます。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]メニューで、該当する LSI MegaRAIDまたは HBAコントローラをク
リックします。

ステップ 3 [RAIDコントローラ（RAID Controller）]領域で、[ストレージログ（Storage Log）]タブをク
リックして次の情報を確認します。

説明名前

イベントが発生した日時。[時刻（Time）]カラム

イベントの重大度。次のいずれかになります。

•緊急（Emergency）

• [アラート（Alert）]

• [クリティカル（Critical）]

• [エラー（Error）]

•警告（Warning）

• [通知（Notice）]

•情報（Informational）

•デバッグ（Debug）

[重大度（Severity）]カラム

イベントの説明。[説明（Description）]カラム

MegaRAIDコントローラの SSDスマート情報の表示
ソリッドステートドライブのスマート情報を表示できます。次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ウィンドウの [ストレージ（Storage）]タブをクリックします。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]メニューで、適切な LSI MegaRAIDコントローラをクリックします。

ステップ 3 [作業（Work）]ペインで [物理ドライブ情報（Physical Drive Info）]タブをクリックします。

ステップ 4 [スマート情報（Smart Information）]領域で、次の情報を確認します。

説明名前

製造された時点からドライブの電源が再投入

された回数。

[電源の再投入回数（Power Cycle Count）]
フィールド

ドライブが「電源オン」モードにある時間の

合計数。

[電源オンの時間数（Power on Hours）]フィー
ルド

ソリッドステートドライブ（SSD）に残って
いる書き込みサイクル数。たとえば、SSDが
ライフタイム中に 100の書き込みサイクルに
対応でき、15の書き込みを完了している場合、
ドライブの残りのライフのパーセンテージは

85%です。各パーセンテージの範囲が異なる
色で表されます。たとえば、75%～ 100%は
緑、1～ 25%は赤で示されます。

[残りのライフのパーセンテージ（Percentage
Life Left）]フィールド

SSDが書き込みサイクルを実行した日数。

SSDベンダーによって、SSDでの 1日あたり
の有限書き込み数が提示されます。その数に

基づいて、SSDが動作し続ける総年数を計算
できます。

[Wear Status in Days]フィールド

選択した SSDが選択時点で動作しているドラ
イブの現在の温度。

[動作温度（Operating Temperature）]フィール
ド

SSDで使用された総容量（予約されている割
合の内）。

[使用された予約済み容量の割合（Percentage
Reserved Capacity Consumed）]フィールド

ドライブが最後に更新された時間帯。[最終更新時間（Time of Last Refresh）]フィー
ルド
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Managing the Flexible Flash Controller

Cisco Flexible Flash
M5サーバでは、Flexible Flashコントローラはミニストレージモジュールソケットに挿入さ
れます。ミニストレージソケットはマザーボードのM.2スロットに挿入されます。M.2スロッ
トは SATA M.2 SSDスロットもサポートしています。

M.2スロットは、このリリースでは NVMeをサポートしていません。（注）

Cシリーズラックマウントサーバの中には、サーバソフトウェアツールおよびユーティリ
ティのストレージとして、内蔵 Secure Digital（SD）メモリカードをサポートしているものが
あります。この SDカードは Cisco Flexible Flashストレージアダプタでホストされます。

Cisco IMCでは、単一ハイパーバイザ（HV）パーティション構成として SDストレージが使用
可能です。以前のバージョンでは 4つの仮想 USBドライブがありました。3つには Cisco UCS
Server Configuration Utility、Ciscoドライバ、および Cisco Host Upgrade Utilityが事前ロードさ
れ、4番目はユーザインストールによるハイパーバイザでした。また、Cisco IMCの最新バー
ジョンにアップグレードするか、旧バージョンにダウングレードした後、設定をリセットした

場合にも、単一 HVパーティション構成が作成されます。

M.2ドライブのインストールおよび設定の詳細については、次の URLにある C240 M5サーバ
用の『Cisco UCSサーバインストレーションおよびサービスガイド』の「ストレージコント
ローラに関する考慮事項（組み込み SATA RAIDの要件）」および「M.2用ミニストレージ
キャリア内のM.2 SSDの交換」のセクションを参照してください。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-c-series-rack-servers/
products-installation-guides-list.html

シスコソフトウェアユーティリティおよびパッケージの詳細については、次のURLの『Cisco
UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してください。

http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/c-series-doc

Cisco Flexible Flashコントローラのカード管理機能

Cisco Flexible Flashコントローラでは、単一のカードに加えて 2つの SDカードを RAID-1ペア
として管理できます。カード管理機能の導入により、次の作業を実行できます。
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•バージョン 1.4(5e)から 1.5(4)以降のバージョンにアップグレードする場合は、まずバー
ジョン 1.5(2)にアップグレードしてから、Cisco IMCの上位バージョンにアップグレード
する必要があります。

•すべてのCisco IMCファームウェアのアップグレード後に、最新のFlexFlashファームウェ
アをロードするには、Cisco Flexible Flashコントローラをリセットします。

（注）

説明アクション

コントローラをリセットできます。Cisco Flex Flashのリセット（Reset Cisco Flex
Flash）

選択したスロットの設定をデフォルト設定に

リセットできます。

パーティションデフォルトのリセット（Reset
Partition Defaults）

ファームウェアバージョン 253以降をサポー
トする SDカードの設定を保持できます。

カード設定の同期（Synchronize Card
Configuration）

選択した Cisco Flexible Flashコントローラの
SDカードを設定できます。

運用プロファイルの設定（Configure
Operational Profile）

RAIDパーティションの列挙

非 RAIDパーティションは常にプライマリカードから列挙されます。列挙はプライマリカー
ドのステータスに依存しません。

次に、Cisco Flexible Flashコントローラに 2枚のカードがあるときの RAIDパーティションの
列挙の動作を示します。

動作シナリオ

RAIDパーティションは、カードが正常に動作
している場合、およびモードが [プライマリ
（Primary）]または [セカンダリアクティブ
（Secondary-active）]の場合に列挙されます。

シングルカード

RAIDパーティションは、カードの1つが正常
に動作していれば列挙されます。

1枚のカードだけが正常に動作している場合、
すべての読み取り/書き込み操作は、この正常
に動作しているカードで行われます。2つの
RAIDパーティションを同期するにはUCSSCU
を使用する必要があります。

デュアルペアカード
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動作シナリオ

サーバを再起動するときにこのシナリオが検

出された場合、RAIDパーティションはいずれ
も列挙されません。

サーバが稼働しているときにこのシナリオが

検出された場合、ユーザが新しいSDカードを
取り付けても、そのカードは Cisco Flexible
Flashコントローラによって管理されません。
これはホストの列挙には影響しません。これ

らを管理するためにカードをペアにする必要

があります。カードをペアにするには、[パー
ティションデフォルトのリセット（Reset
Partition Defaults）]または [カード設定の同期
（Synchronize Card Configuration）]オプション
を使用します。

デュアル非ペアカード

FlexFlashでのシングルカードミラーリングからデュアルカードミ
ラーリングへのアップグレード

次のいずれかの方法で、FlexFlashを使用したシングルカードミラーリングからデュアルカー
ドミラーリングにアップグレードできます。

•サーバに空のFlexFlashカードを追加し、最新バージョンにファームウェアをアップグレー
ドします。

• FlexFlashファームウェアを最新バージョンにアップグレードした後、空のカードをサーバ
に追加します。

このいずれかの方法を使用する前に、次のガイドラインを考慮してください。

• RAID1ミラーリングを作成するには、サーバに追加される空のカードのサイズが、サーバ
上の既存のカードと正確に同じである必要があります。RAID1ミラーリングをセットアッ
プするうえで、同じカードサイズは必須事項です。

•ハイパーバイザパーティション内の有効なデータを持つカードが、プライマリ正常カード
としてマークされていることを確認してください。Cisco IMC GUIまたは Cisco IMC CLI
でこの状態を判別できます。カードの状態をプライマリ正常としてマークするには、Cisco
IMC GUIの [設定情報のリセット（Reset Configuration）]オプションを使用するか、Cisco
IMC CLIで reset-configコマンドを実行します。特定のカードの設定をリセットすると、
セカンダリカードはセカンダリアクティブ非正常としてマークされます。

• RAID正常性「Degraded」状態である場合、すべての読み取りおよび書き込みトランザク
ションは正常なカードで実行されます。このシナリオでは、データのミラーリングは行わ

れません。データのミラーリングは、正常な RAID状態の場合にのみ行われます。
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•データのミラーリングはRAIDパーティションにのみ適用されます。Cシリーズサーバで
は、RAIDモードでハイパーバイザパーティションだけが動作します。

•旧バージョンで使用するよう SDカードを設定していない場合、最新バージョンにアップ
グレードすると最新の 253ファームウェアがロードされ、4個のパーティションすべてが
ホストに列挙されます。

FlexFlashバージョンのアップグレード中に次のエラーメッセージが表示される場合がありま
す。

Unable to communicate with Flexible Flash controller: operation ffCardsGet, status

CY_AS_ERROR_INVALID_RESPONSE”

さらに、カードステータスが [不明（missing）]と示されることもあります。このエラーが発
生する原因は、1.4(x)などの代替リリースまたは旧バージョンに意図せず切替えたためです。
この場合、最新バージョンに戻すか、元のFlexFlash1.4(x)設定に切り替えることができます。
最新の Cisco IMCバージョンに戻すことを選択した場合、Cisco FlexFlash設定はそのまま残り
ます。旧バージョンの設定に切り替えることを選択した場合は、Flexflash設定をリセットする
必要があります。その場合、次の点に注意する必要があります。

•複数のカードが存在する状態で旧バージョンに戻すと、2番目のカードを検出したり管理
したりすることはできません。

•カードタイプが SD253である場合、Cisco IMC CLIから reset-configコマンドを 2回実行
する必要があります。1回目は古いファームウェアをコントローラに再ロードして SD253
から SD247タイプに移行し、2回目の実行では列挙を開始します。

Flexible Flashコントローラプロパティの設定
Cisco IMCの最新バージョンにアップグレードするか、以前のバージョンにダウングレードし
てから設定をリセットすると、サーバは HVパーティションだけにアクセスします。

始める前に

•このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

•お使いのプラットフォームで Cisco Flexible Flashがサポートされている必要があります。

このタスクを実行すると、ホストですべての仮想ドライブが再スキャンされるため、仮想ドラ

イブに接続できなくなります。仮想ドライブを使用する前に Cisco Flexible Flashコントローラ
を設定するか、このタスクを開始する前にホストの電源を切ることをお勧めします。

（注）
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Flexible Flashコントローラファームウェアモードの設定

始める前に

•このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

•お使いのプラットフォームで Cisco Flexible Flashがサポートされている必要があります。

このタスクを実行すると、ホストですべての仮想ドライブが再スキャンされるため、仮想ドラ

イブに接続できなくなります。仮想ドライブを使用する前に Cisco Flexible Flashコントローラ
のプロパティを設定するか、このタスクを開始する前にホストの電源を切ることをお勧めしま

す。

（注）

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [ストレージ（Storage）]タブをクリックします。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]タブの [Cisco FlexFlash]をクリックします。

ステップ 3 [アクション（Actions）]領域で、[ファームウェアモードの設定（Configure Firmware Mode）]
をクリックします。

ステップ 4 確認ボックスで [OK]をクリックします。

コントローラファームウェアモードを現在のファームウェアモードから他のモードに切り替

えます。

Flexible Flashコントローラカードの設定

始める前に

•このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

•お使いのプラットフォームで Cisco Flexible Flashがサポートされている必要があります。

このタスクを実行すると、ホストですべての仮想ドライブが再スキャンされるため、仮想ドラ

イブに接続できなくなります。仮想ドライブを使用する前に Cisco Flexible Flashコントローラ
のプロパティを設定するか、このタスクを開始する前にホストの電源を切ることをお勧めしま

す。

（注）
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [ストレージ（Storage）]タブをクリックします。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]タブの [Cisco FlexFlash]をクリックします。

ステップ 3 [アクション（Actions）]領域で、[カードの設定（Configure Cards）]をクリックします。
[カードの設定（Configure Cards）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 [カードの設定（Configure Cards）]ダイアログボックスで、次のフィールドを更新します。

説明名前

次を入力します。

• [ミラーパーティション名（Mirror PartitionName）]フィー
ルド：パーティションに割り当てる名前。

• [自動同期（Auto Sync）]チェックボックス：オンにする
と、選択したプライマリカードのデータが自動的にセカ

ンダリカードと同期されます。

（注） •このオプションを選択するには、カードが
2枚必要です。

•このオプションを選択すると、セカンダリ
カードのデータは消去され、プライマリ

カードのデータで上書きされます。

•このステータスは、[物理ドライバ情報
（Physical Driver Info）]タブに表示されま
す。

• [プライマリカードの選択（Select Primary Card）]ドロッ
プダウン：プライマリカードとして設定するスロット。

次のいずれかになります。

• Slot1

• [Slot2]

[ミラー（Mirror）]オプション
ボタン
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説明名前

カードを [Util]モードに設定するには、このオプションを選択
します。カードを Utilモードに設定した場合の影響は次のと
おりです。

•選択したスロット内のカードで 4つのパーティションが
作成されます。各パーティションはそれぞれSCU、HUU、
ドライバのユーティリティ用と、ユーザが使用できるパー

ティションで、カードは正常とマークされます。

•他のスロット内のカード（ある場合）では、単一パーティ
ションが作成され、そのカードは正常とマークされます。

•カードの読み取り/書き込みエラー数および読み取り/書き
込みしきい値は 0に設定されます。

•ホストの接続が停止される可能性があります。

•設定されたカードはペアになります。

次を入力します。

• [ユーザパーティション名（User Partition Name）]フィー
ルド：Utilカードの 4番目のパーティションに割り当て
る名前。

• [非Utilカードのパーティション名（NonUtil Card Partition
Name）]フィールド：2枚目のカードがある場合、その単
一パーティションに割り当てる名前。

• [Utilカードの選択（Select Util Card）]ドロップダウン：
Util用に設定するスロット。次のいずれかになります。

• Slot1

• [Slot2]

• [なし（None）]：サーバにSDカードが 1枚ある場合
にのみ適用されます。

[Util]オプションボタン

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

カードが選択したモードで設定されます。

Flexible Flashカードからのブート
Cisco Flexible Flashカード上に、ブート可能な仮想ドライブを指定できます。これは、サーバ
に定義されているデフォルトのブート順に関係なく、サーバが次に再始動されたときに、デ
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フォルトのブート優先順位を上書きします。指定したブートデバイスは一度だけ使用されま

す。サーバがリブートした後、この設定は無効になります。Cisco Flexible Flashカードが使用
可能な場合にのみ、ブート可能な仮想ドライブを選択できます。それ以外の場合は、サーバは

デフォルトのブート順を使用します。

サーバをリブートする前に、選択した仮想ドライブが Cisco Flexible Flashカード上で有効であ
ることを確認します。[Storage]タブに移動してカードを選択し、[Virtual Drive Info]サブタブ
に進みます。

（注）

始める前に

•このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

•お使いのプラットフォームで Cisco Flexible Flashがサポートされている必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ウィンドウの [サーバ（Server）]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ（Server）]タブの[BIOS]をクリックします。

ステップ 3 [Actions]領域で、[Configure Boot Override Priority]をクリックします。

[ブートオーバーライド優先順位（Boot Override Priority）]ダイアログボックスが表示されま
す。

ステップ 4 [ブートオーバーライド優先順位（Boot Override Priority）]ドロップダウンリストから、ブー
トに使用する仮想ドライブを選択します。

ステップ 5 [適用（Apply）]をクリックします。

Flexible Flashコントローラのリセット
通常の操作では、Cisco Flexible Flashのリセットが必要になることはありません。テクニカル
サポートの担当者から明確に指示された場合にだけ、この手順を実行することを推奨します。

この操作は、Cisco Flexible Flashコントローラ上の仮想ドライブへのトラフィックを中断させ
ます。

（注）

始める前に

•このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。
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•お使いのプラットフォームで Cisco Flexible Flashがサポートされている必要があります。

手順

ステップ 1 タブの [Cisco FlexFlash]をクリックします。

ステップ 2 [Cisco FlexFlash]ペインの [Controller Info]タブをクリックします。

ステップ 3 [アクション（Actions）]領域で [FlexFlashコントローラのリセット（Reset FlexFlashController）]
をクリックします。

ステップ 4 [OK]をクリックして確認します。

仮想ドライブの有効化

始める前に

•このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

•お使いのプラットフォームで Cisco Flexible Flashがサポートされている必要があります。

このタスクを実行すると、ホストですべての仮想ドライブが再スキャンされるため、仮想ドラ

イブに接続できなくなります。仮想ドライブを使用する前に Cisco Flexible Flashコントローラ
のプロパティを設定することをお勧めします。

（注）

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [ストレージ（Storage）]タブをクリックします。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]タブの [Cisco FlexFlash]をクリックします。

ステップ 3 [仮想ドライブ情報（Virtual Drive Info）]タブをクリックします。

ステップ 4 [仮想ドライブ情報（VirtualDrive Info）]タブで、[仮想ドライブの有効化/無効化（Enable/Disable
Virtual Drive(s)）]をクリックします。

ステップ 5 [VDの有効化/無効化（Enable/Disable VD(s)）]ダイアログボックスで、有効にする仮想ドライ
ブを選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
選択した仮想ドライブがホストで有効になります。
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仮想ドライブの消去

始める前に

•このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

•お使いのプラットフォームで Cisco Flexible Flashがサポートされている必要があります。

このタスクを実行すると、ホストですべての仮想ドライブが再スキャンされるため、仮想ドラ

イブに接続できなくなります。仮想ドライブを使用する前に Cisco Flexible Flashコントローラ
のプロパティを設定することをお勧めします。

（注）

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [ストレージ（Storage）]タブをクリックします。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]タブの [Cisco FlexFlash]をクリックします。

ステップ 3 [仮想ドライブ情報（Virtual Drive Info）]タブをクリックします。

ステップ 4 [仮想ドライブ情報（VirtualDrive Info）]タブで、[仮想ドライブの消去（EraseVirtualDrive(s)）]
をクリックします。

ステップ 5 [仮想ドライブの消去（Erase Virtual Drive(s)）]ダイアログボックスで、消去する仮想ドライブ
を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
選択した仮想ドライブのデータが消去されます。

仮想ドライブの同期

始める前に

•このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

•お使いのプラットフォームで Cisco Flexible Flashがサポートされている必要があります。

•カードはミラーモードにする必要があります。

このタスクを実行すると、ホストですべての仮想ドライブが再スキャンされるため、仮想ドラ

イブに接続できなくなります。仮想ドライブを使用する前に Cisco Flexible Flashコントローラ
のプロパティを設定することをお勧めします。

（注）
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [ストレージ（Storage）]タブをクリックします。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]タブの [Cisco FlexFlash]をクリックします。

ステップ 3 [仮想ドライブ情報（Virtual Drive Info）]タブをクリックします。

ステップ 4 [仮想ドライブ情報（Virtual Drive Info）]タブで、[仮想ドライブの同期（Sync Virtual Drive）]
をクリックします。

ステップ 5 確認ダイアログボックスで [OK]をクリックします。
仮想ドライブのハイパーバイザをプライマリカードと同期させます。

ISOイメージ設定の追加

始める前に

•このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

•お使いのプラットフォームで Cisco Flexible Flashがサポートされている必要があります。

•カードは Utilモードで設定する必要があります。

このタスクを実行すると、ホストですべての仮想ドライブが再スキャンされるため、仮想ドラ

イブに接続できなくなります。仮想ドライブを使用する前に Cisco Flexible Flashコントローラ
のプロパティを設定するか、このタスクを開始する前にホストの電源を切ることをお勧めしま

す。

（注）

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [ストレージ（Storage）]タブをクリックします。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]タブの [Cisco FlexFlash]をクリックします。

ステップ 3 [仮想ドライブ情報（Virtual Drive Info）]タブをクリックします。

ステップ 4 [仮想ドライブ情報（VirtualDrive Info）]タブで、イメージを追加する仮想ドライブを選択し、
[イメージの追加（Add Image）]をクリックします。

ステップ 5 [イメージの追加（Add Image）]ダイアログボックスで、次のフィールドを更新します。

ストレージアダプタの管理

42

ストレージアダプタの管理

ISOイメージ設定の追加



説明名前

マッピング用にマウントされるイメージの ID。次のいずれか
になります。

• SCU

• HUU

•購入要因

[ボリューム（Volume）]
フィールド

The type of mapping.次のいずれかになります。

• [NFS]：ネットワークファイルシステム。

• [CIFS]：Common Internet File System。

[マウントタイプ（Mount
Type）]ドロップダウンリス
ト

マップするイメージの URL。形式は、選択した [マウントタ
イプ（Mount Type）]によって異なります。

• [NFS]：serverip:/share pathを使用します。

• [CIFS]：//serverip/share pathを使用します。

[リモート共有（Remote
Share）]フィールド

リモート共有の .isoファイルの名前と場所。次に、リモート
共有ファイルの例を示します。

• [NFS]：/softwares/ucs-cxx-scu-3.1.9.iso

• [CIFS]：/softwares/ucs-cxx-scu-3.1.9.iso

[リモートファイル（Remote
File）]フィールド
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説明名前

カンマ区切りリストで入力される業界標準のマウントオプ

ション。オプションは選択された [マウントタイプ（Mount
Type）]によって異なります。

[NFS]を使用している場合は、このフィールドを空白のまま
にするか、次の中から 1つ以上を入力します。

• ro

• rw

• nolock

• noexec

• soft

• port=VALUE

• timeo=VALUE

• retry=VALUE

[CIFS]を使用している場合は、このフィールドを空白のまま
にするか、次の中から 1つ以上を入力します。

• soft

• nounix

• noserverino

[マウントオプション（Mount
Options）]フィールド

指定した [マウントタイプ（Mount Type）]のユーザ名（必要
な場合）。

[ユーザ名（User Name）]
フィールド

選択されたユーザ名のパスワード（必要な場合）。[パスワード（Password）]
フィールド

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ISOイメージの更新

始める前に

•このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

•お使いのプラットフォームで Cisco Flexible Flashがサポートされている必要があります。

•このタスクは、カードが [Util]モードで設定されている場合にのみ使用できます。
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このタスクを実行すると、ホストですべての仮想ドライブが再スキャンされるため、仮想ドラ

イブに接続できなくなります。仮想ドライブを使用する前に Cisco Flexible Flashコントローラ
のプロパティを設定するか、このタスクを開始する前にホストの電源を切ることをお勧めしま

す。

（注）

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [ストレージ（Storage）]タブをクリックします。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]タブの [Cisco FlexFlash]をクリックします。

ステップ 3 [仮想ドライブ情報（Virtual Drive Info）]タブをクリックします。

ステップ 4 [仮想ドライブ情報（VirtualDrive Info）]タブで、イメージを更新する仮想ドライブを選択し、
[イメージの更新（Update Image）]をクリックします。

SCUおよび HUUの更新には最大 1時間、ドライバの更新には最大 5時間かかる場合
があります。

（注）

ISOイメージのマップ解除

始める前に

•このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

•お使いのプラットフォームで Cisco Flexible Flashがサポートされている必要があります。

このタスクを実行すると、ホストですべての仮想ドライブが再スキャンされるため、仮想ドラ

イブに接続できなくなります。仮想ドライブを使用する前に Cisco Flexible Flashコントローラ
のプロパティを設定するか、このタスクを開始する前にホストの電源を切ることをお勧めしま

す。

（注）

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [ストレージ（Storage）]タブをクリックします。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]タブの [Cisco FlexFlash]をクリックします。

ステップ 3 [仮想ドライブ情報（Virtual Drive Info）]タブをクリックします。
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ステップ 4 [仮想ドライブ情報（VirtualDrive Info）]タブで、イメージのマッピングを解除する仮想ドライ
ブを選択し、[イメージのマップ解除（Unmap Image）]をクリックします。

Cisco Flexible Flashカード設定のリセット
Cisco Flexible Flashカードのスロットの設定をリセットすると、次の状況が発生します。

•選択されたスロットのカードは、プライマリ正常としてマークされます。

•もう一方のスロットのカードは、セカンダリアクティブ非正常としてマークされます。

• 1つの RAIDパーティションが作成されます。

•カードの読み取り/書き込みエラー数および読み取り/書き込みしきい値は 0に設定されま
す。

•ホストの接続が停止される可能性があります。

最新バージョンにアップグレードして、設定のリセットオプションを選択した場合、単一ハイ

パーバイザ（HV）パーティションが作成され、既存の4パーティション設定は消去されます。
これにより、データ損失が生じることもあります。失われたデータを取り出すことができるの

は、HVパーティションにまだデータを書き込んでおらず、以前のバージョンにダウングレー
ドする場合だけです。

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 タブの [Cisco FlexFlash]をクリックします。

ステップ 2 [Cisco FlexFlash]ペインの [コントローラ情報（Controller Info）]タブをクリックします。

ステップ 3 [アクション（Actions）]領域で、[パーティションデフォルトのリセット（Reset Partition
Defaults）]をクリックします。

ステップ 4 [パーティションデフォルトのリセット（Reset Partition Defaults）]ダイアログボックスで、次
のフィールドを更新します。

説明名前

カードをプライマリ正常としてマークするスロットを選択し

ます。

他のスロットにカードがある場合は、セカンダリアクティブ

非正常としてマークされます。

[スロット（Slot）]オプション
ボタン
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説明名前

選択したスロットの設定をリセットします。[パーティションデフォルトの
リセット（Reset Partition
Defaults）]ボタン

変更を行わずにダイアログボックスを閉じます。[Cancel]ボタン

ステップ 5 [Yes]をクリックします。

Cisco Flexible Flashカードの設定の保持
次の状況では、ファームウェアバージョン 253以降のカードをサポートする FlexFlashの設定
を保持できます。

• 2つの非ペアの FlexFlashがあります。

•単一 FlexFlashからサーバが稼働していて、非ペアの FlexFlashが他のスロットにありま
す。

• 1つの FlexFlashがファームウェアバージョン 253をサポートし、もう 1つの FlexFlashは
パーティション化されていません。

設定を保持した場合の影響は次のとおりです。

•選択されたスロットの FlexFlashの設定は、もう 1つのカードにコピーされます。

•選択されたスロットのカードは、プライマリ正常としてマークされます。

•セカンダリスロットのカードは、セカンダリアクティブ非正常としてマークされます。

始める前に

•このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 タブの [Cisco FlexFlash]をクリックします。

ステップ 2 [Cisco FlexFlash]ペインの [コントローラ情報（Controller Info）]タブをクリックします。

ステップ 3 [アクション（Actions）]領域で [カード設定の同期（SynchronizeCardConfiguration）]をクリッ
クします。

ステップ 4 [カード設定の同期（Synchronize Card Configuration）]ダイアログボックスで、次のフィールド
を更新します。
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説明名前

設定を保持するスロットを選択します。選択したスロットか

ら他のスロットのカードに設定がコピーされ、選択したスロッ

トのカードはプライマリ正常としてマークされます。

[スロット（Slot）]オプション
ボタン

選択したカードのタイプが SD253で単一の HV設定が存在す
る場合にのみ、選択したカードから設定をコピーします。

[カード設定の同期
（Synchronize Card
Configuration）]ボタン

変更を行わずにダイアログボックスを閉じます。[Cancel]ボタン

ステップ 5 [Yes]をクリックします。

スクラブポリシー

スクラブポリシーの設定

このポリシーは、ディスカバリプロセス中にサーバのローカルデータおよび BIOS設定に何
が起こるか、サーバがいつ再認識されるか、またはサーバとサービスプロファイルの関連付け

がいつ解除されるかを決定します。

ローカルディスクスクラブポリシーは、 Cisco UCS Managerによって管理されるハードドラ
イブにのみ適用され、USBドライブなど他のデバイスには適用されません。

（注）

スクラブポリシーの設定によっては、そのようなときに次の処理が行われます。

ディスクスクラブ

関連付けが解除された場合は、すべてのローカルドライブのデータに対して次のいずれかの処

理が実行されます。

•有効になっている場合、ローカルドライブ上のすべてのデータが破棄されます。

•無効になっている場合、ローカルドライブ上のすべてのデータが保持されます（ローカル
ストレージ設定を含む）。
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スクラブポリシーは、すべての Bシリーズプラットフォーム、および Cシリーズプラット
フォームのうち、次のもののみでサポートされます。

• C240 M4

• C220 M4

• C460 M4

• C240 M5

• C220 M5

• C460 M5

（注）

BIOS設定スクラブ

スクラブポリシーを含むサービスプロファイルとサーバとの関連付けが解除された場合は、

BIOS設定に対して次のいずれかの処理が実行されます。

•有効になっている場合は、サーバのすべてのBIOS設定が消去され、サーバタイプとベン
ダーに応じた BIOSのデフォルトにリセットされます。

•無効になっている場合は、サーバの既存の BIOS設定が保持されます。

FlexFlashスクラブ

FlexFlashスクラブにより、新規またはデグレードしたSDカードの組み合わせ、FlexFlashメタ
データの設定エラーの解決、および 4パーティションの旧式 SDカードから単一パーティショ
ンの SDカードへの移行を実行できます。スクラブポリシーを含むサービスプロファイルと
サーバとの関連付けが解除された場合、またはサーバが再認識された場合は、SDカードに対
して次のいずれかの処理が実行されます。

•有効になっている場合は、PNUOSフォーマットユーティリティにより SDカードの HV
パーティションがフォーマットされます。SDカードが 2枚ある場合、それらカードは
RAID-1ペアになっており、両方のカードの HVパーティションが有効と見なされます。
スロット 1のカードはプライマリ、スロット 2のカードはセカンダリと見なされます。

•無効になっている場合は、既存の SDカード設定が保持されます。
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• FlexFlashスクラブによって SDカードの HVパーティションが消去されるため、FlexFlash
スクラブを実行する前に、使用しているホストオペレーティングシステムのユーティリ

ティを使用して SDカードを完全にバックアップすることをお勧めします。

•サービスプロファイルのメタデータ設定の不具合を解決するには、FlexFlashスクラブを
実行する前にローカルディスク設定ポリシーの FlexFlashを無効にして、サーバが再認識
された後に FlexFlashを有効にする必要があります。

•ペアリングが完了するか、またはメタデータの不具合が解決したら、ただちにスクラブポ
リシーを無効にしてください。

• Cisco UCS S3260ストレージサーバでは FlexFlashスクラブはサポートされません。

（注）

スクラブポリシーの作成

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインで [サーバ（Servers）]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[ルート（root）]ノードを展開し
ます。

ステップ 4 [Scrub Policies]を右クリックし、[Create Scrub Policy]を選択します。

ステップ 5 [スクラブポリシーの作成（Create ScrubPolicy）]ウィザードで、次のフィールドに値を入力し
ます。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後で、こ

の名前を変更することはできません。

[名前（Name）]フィールド

ストレージアダプタの管理

50

ストレージアダプタの管理

スクラブポリシーの作成



説明名前

ポリシーの説明。シスコでは、ポリシーを使用する場所と時

期に関する情報を含めることを推奨しています。

256文字以内で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

[説明（Description）]フィール
ド

このフィールドを [はい（Yes）]に設定すると、このスクラブ
ポリシーを含むサービスプロファイルがサーバとの関連付け

を解除されたときに、サーバのローカルドライブにあるすべ

てのデータが完全に消去されます。このフィールドを [いいえ
（No）]に設定すると、すべてのローカルストレージ設定を
含むローカルドライブ上のデータは保存されます。

[ディスクスクラブ（Disk
Scrub）]フィールド

このフィールドを [はい（Yes）]に設定すると、このスクラブ
ポリシーを含むサービスプロファイルがサーバとの関連付け

を解除されたときに、そのサーバの BIOS設定が消去され、
そのサーバタイプとベンダーのデフォルトにリセットされま

す。このフィールドを [いいえ（No）]に設定すると、BIOS
設定は保存されます。

[BIOS設定スクラブ（BIOS
Settings Scrub）]フィールド

フィールドを [はい（Yes）]に設定すると、サーバが再認識さ
れたときに、SDカードのHVパーティションはPNUOSフォー
マットユーティリティを使用してフォーマットされます。こ

のフィールドを [いいえ（No）]に設定すると、SDカードは
保存されます。

[FlexFlashスクラブ（FlexFlash
Scrub）]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

[Disk scrub]および [FlexFlash Scrub]オプションは、Cisco UCS S3260ストレージサー
バではサポートされませんCisco UCS S3260ストレージサーバ。

（注）

スクラブポリシーの削除

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインで [サーバ（Servers）]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Scrub Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。
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ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい（Yes）]をクリックします。
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